
別紙様式３（一般競争入札）

平成２７年度 近畿中国森林管理局署公共工事契約状況
平成２８年３月１５日

分任支出負担行為担当官
近畿中国森林管理局長 馬場 一洋

工事（業務）名 施工（履行）場所 工事種別（業務区分） 工事（業務）概要 入札方式

森林技術・支援センター屋根外改修工事 岡山県新見市高尾 786-1 建築工事 屋根外改修 811.26 ㎡ 一般競争入札
(総合評価落札方式)

予定価格（税抜き） 調査基準価格（税抜き） 契約年月日 契約相手方の商号又は名称及び住所

２２，５５０，０００円 ２０，１８９，６００円 平成２８年３月１４日 岡山県岡山市北区一宮１１４６－１ 東和防水工業（株）

契約金額（税抜き） 工事（業務）着手の時期 工事完成（業務完了）の時期

１６，２００，０００円 平成２８年３月 平成２８年６月

○予算決算及び会計令（昭和 22年勅令第 165号。以下「予決令」という。）第 73条の規定に基づく競争参加資格
別添「入札公告」のとおり

○競争に参加しようとした者の商号又は名称並びにそのうち競争に参加させなかった者の商号又は名称及びその者を参加させなかった理由
別紙「競争参加資格確認結果書」（別添１）のとおり

○入札者の商号又は名称及び各入札者の各回の入札金額
別紙「入札筆記書」（別添２）のとおり

○予定価格の作成に用いた積算価格についての内訳
別紙「工事積算内訳書」（別添３）のとおり

○予決令第 86条第１項の規定により契約の相手方となるべき者により当該契約の内容に適合した履行がされないおそれがあるかどうかについての調査
別紙「予決令第 86条に定める調査の実施結果について」及び「低価格入札調査の概要」（別添４）のとおり

○予決令第 91条第２項の規定により総合評価落札方式を実施した場合
・総合評価落札方式を実施した理由及び落札者決定基準「入札公告」のとおり
・落札理由 技術提案等の審査及び開札の結果、落札者決定基準を満たした入札者のうち、当該落札者が最も高い評価値であったため。
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入札公告

次のとおり一般競争入札（政府調達対象外）に付します。

平成２８年１月１８日

支出負担行為担当官

近畿中国森林管理局長 馬場 一洋

１ 工事概要

(1) 工 事 名 森林技術・支援センター屋根外改修工事 （電子入札対象案件）

(2) 工事場所 岡山県新見市高尾786-1

(3) 工事内容 別冊図面及び別冊仕様書のとおり

(4) 工 期 契約締結日の翌日から平成２８年６月３０日まで

(5) 本工事の入札は、適切かつ円滑な実施を目的として、仕様に基づく技術提案書等を求め、

当該技術提案等に基づき、価格以外の要素と価格を総合的に評価して落札者を決定する総

合評価落札方式(簡易型）により行う。

(6) 本工事は、入札を電子入札システムで行う対象工事である。なお、電子入札システムに

よりがたい者は、発注者の承諾を得て紙入札方式に代えることができる。

２ 競争参加資格

(1) 予算決算及び会計令（昭和22年勅令第165号。以下「予決令」という。）第70条及び第71

条の規定に該当しない者であること。

なお、未成年者、被保佐人又は被補助人であって、契約締結のために必要な同意を得て

いる者は、予決令第70条中、特別の理由がある場合に該当する。

(2) 近畿中国森林管理局における平成２７・２８年度に係る一般競争参加資格の「建築一式

工事Ｂ、Ｃ又はＤ等級」の認定を受けていること（会社更生法（平成14年法律第154号）に

基づき更生手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法（平成11年法律第225号）に

基づき再生手続開始の申立てがなされている者については、手続開始の決定後、近畿中国

森林管理局長が別に定める手続に基づく一般競争参加資格の再認定を受けていること。）。

(3) 会社更生法に基づき更生手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法に基づき再

生手続開始の申立てがなされている者（上記(2)の再認定を受けた者を除く。）でないこと。

(4) 平成１２年４月１日から平成２７年３月３１日までの間に元請けとして完成・引渡しが

完了した、以下に示す同種工事を施工した実績を有すること（共同企業体が同種工事を施

工した場合における構成員の実績については、出資比率が２０％以上である構成員に限り、

当該構成員の実績として認める。）。

同種工事：次に示す「建築一式工事（新築、増築、改築又は修繕）」の施工実績を有する者

用 途：住宅、庁舎又は事務所

工事内容：屋根新設又は屋根改修工事（どちらも防水・木工事を含む。）
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なお、同種工事の施工実績が公共工事で工事成績評定がある場合、評定点(以下「評定点」

という。）が65点未満のものは実績として認められない。

共同企業体にあっては、すべての構成員が上記の基準を満たす施工実績を有すること。

(5) 当該工事の施工実績等に係る技術提案書が適正であること。

(6) 次に掲げる基準を満たす主任技術者又は監理技術者を建設業法(昭和24年法律第100号）

に基づきで配置できること。

① １級若しくは２級建築施工管理技士。

② 建設業法第7条第2号イ、ロ又はハの何れかに該当する者。

③ 平成１２年４月１日以降平成２７年３月３１日までに完成・引渡しが完了した上記(4)

の同種工事の施工経験を有する者であること。

共同企業体の構成員としての経験は、出資比率が２０％以上である場合のものに限る。

ただし、共同企業体であっては、１人の主任技術者又は監理技術者が同種工事の経験を

有していればよい。

なお、当該経験が公共工事に係る経験である場合にあっては、工事成績評定の評定点

が65点未満のものは経験として認めない。

④ 監理技術者にあっては、監理技術者資格者証及び監理技術者講習修了証を有する者又

はこれに準ずる者であること。

⑤ 建設業法（昭和24年法律第100号）第7条第2号、第15条第2号に規定する本店、営業所

等の専任技術者として登録されている者でないこと。

(7) 競争参加資格確認申請書、競争参加資格確認資料及び技術提案書（３点について以下「技

術提案書等」という。）の提出期限の日から開札の時までの期間に、近畿中国森林管理局

長から「工事請負契約に係る指名停止等の措置要領について」（昭和59年6月11日付け59林

野経第156号林野庁長官通知）に基づく指名停止を受けていないこと。

(8) 森林管理局長等が発注した工事で、平成２５年度及び平成２６年度に完成・引渡しした

工事の実績で工事成績評定がある場合は、当該工事に係る評定点の平均が65点以上である

こと。

(9) 上記１に示した工事に係る設計業務等の受託者又は当該受託者と資本関係又は人的関係

がある建設業者でないこと。

(10) 入札に参加しようとする者の間に資本関係又は人的関係がないこと。（資本関係又は人

的関係がある者のすべてが共同企業体の代表者以外の構成員である場合を除く。）

(11) 建設業法に基づく本店、支店又は営業所が、岡山県内又は隣接する兵庫県、鳥取県、島

根県、広島県内に所在すること。また、共同企業体として技術提案書等を提出する場合は、

有資格者名簿に記載されている共同企業体の本店所在地が、上記区域内であること。

(12) 警察当局から、暴力団員が実質的に経営を支配する建設業者又はこれに準ずるものとし

て、農林水産省発注工事等からの排除要請があり、当該状態が継続している者でないこと。

(13) 以下に定める届出の義務を履行していない建設業者（当該届出の義務のない者を除く。）

でないこと。

① 健康保険法（大正11年法律第70号）第48条の規定による届出の義務
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② 厚生年金保険法（昭和29年法律第115号）第27条の規定による届出の義務

③ 雇用保険法（昭和49年法律第116号）第7条の規定による届出の義務

３ 競争参加資格の確認等

(1) 本競争の参加希望者は、上記２に掲げる競争参加資格を有することを証明するため、次

に掲げるところに従い、技術提案書等を提出し、支出負担行為担当官から競争参加資格の

有無について確認を受けなければならない。

(2) 技術提案書等の提出期間、場所及び方法

① 提出期間：平成２８年１月１９日から平成２８年２月１日まで（行政機関の休日に関

する法律（昭和63年法律第91号）第1条第1項に規定する行政機関の休日（以下「休日」

という。）を除く。）の９時００分から１７時００分まで（１２時から１３時までを除く。）。

② 競争参加資格確認申請書・資料の提出場所：

〒530-0042 大阪市北区天満橋１－８－７５

近畿中国森林管理局 経理課

電話 06-6881-3500

③ 技術提案書の提出場所：上記②と同じ。

④ その他：電子入札システムを用いて提出すること。詳細は入札説明書によるものとし、

ＦＡＸによるものは受け付けない。ただし、承諾を得て紙入札による場合は競

争参加資格確認申請書及び競争参加資格確認資料は上記②に、技術提案書は上

記③に持参又は郵送（書留郵便に限る。締切日必着。）すること。

(3) 技術提案書は、入札説明書に基づき作成するものとし、申請書及び資料と併せて提出す

ること。

(4) 上記(2)の①に規定する期限までに技術提案書等を提出しない者又は競争参加資格がない

と認めた者は本競争入札に参加できない。

４ 総合評価落札方式に関する事項

(1) 総合評価落札方式（簡易型）の仕組み

本工事の総合評価落札方式は以下の方法により落札者を決定する方式とする。

① 入札説明書に示された競争参加資格を満たしている場合に、標準点100点を付与する。

② 上記２の(5)の技術提案、上記３の(1)の資料で示された実績等により、最大30点の加

算点を与える。

③ 得られた標準点及び加算点の合計を当該入札者の入札価格で除して算出した値（以下

「評価値」という。）を用いて落札者を決定する。

その概要を以下に示すが、具体的な技術的要件及び入札の評価に関する基準等につい

ては、入札説明書において明記している。

(2) 評価項目の指針となる事項

ア) 企業に関する項目

イ) 配置予定技術者に関する項目

(3) 落札者の決定の方法

入札参加者は価格及び技術提案書等をもって入札する。標準点に加算点を加えた点数を

その入札価格で除して評価値（評価値＝｛（標準点＋加算点）／入札価格｝）を算出し、次

の条件を全て満たした者のうち、算出した評価値が最も高い者を落札者とする。

ただし、落札者となるべき者の入札価格では、当該契約の内容に適合した履行がなされ
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ないおそれがあると認められるとき、又はその者と契約を締結することが公正な取引の秩

序を乱すこととなるおそれがあって著しく不適当であると認められるときは、入札価格が

予定価格の制限の範囲内で、発注者の求める最低限の要求要件を全て満たして入札した他

の者のうち評価値が最も高い者を落札者とすることがある。

① 入札価格が予定価格の制限の範囲内であること。

② 評価値が標準点（100点）を予定価格で除した数値（基準評価値）を下回らないこと。

５ 入札手続等

(1) 担当部局：３の(2)の②と同じ。

(2) 入札説明書等の交付期間、場所及び方法

電子入札システムにより入札を予定している者は、電子入札システム内の入札説明書等

ダウンロードシステムから入札説明書等必要な情報を入手すること。

なお、やむを得ない事情等により承諾を得て紙入札方式により入札を予定している者等

には下記①～③により交付する。

① 交付期間：平成２８年１月１８日から平成２８年２月２３日まで（休日を除く。）の

９時００分から１７時００分まで（１２時から１３時までを除く。）。

② 交付、閲覧場所：上記(1)及び下記の場所

〒718-0003 岡山県新見市高尾786-1

森林技術・支援センター

TEL：0867-72-2165（代）

③ その他：配付資料は無料である。電子データを交付するので、電子データを記録する

ことができる記録媒体（CD-R、CD-RWに限る。）を持参すること。

(3) 入札及び開札の日時、場所及び提出方法

入札書は、電子入札システムにより提出すること。ただし、やむを得ない事情により発

注者の承諾を得た場合は、紙入札方式による入札書を持参すること。なお、郵送等の持参

以外の方法による提出は認めない。

① 電子入札方式による入札の開始は、平成２８年２月１９日９時００分、締め切りは、

平成２８年２月２４日１３時３０分。

② 紙入札方式により持参する場合の締め切りは、平成２８年２月２４日１３時３０分に

近畿中国森林管理局第１会議室へ持参のうえ入札すること。

③ 開札は、平成２８年２月２４日１４時００分に近畿中国森林管理局第１会議室におい

て行う。

④ 紙入札方式による入札の執行に当たっては、支出負担行為担当官により競争参加資格

があると確認された旨の通知書の写し及び代理人が入札する場合は委任状を持参するこ

と。

６ その他

(1) 手続において使用する言語及び通貨

日本語及び日本国通貨に限る。

(2) 入札保証金及び契約保証金

① 入札保証金：免除

② 契約保証金：納付

ただし、以下の条件を満たすことにより契約保証金の納付に代えることができる。

ア 利付き国債の提供

イ 金融機関若しくは保証事業会社（公共工事の前払金保証事業に関する法律（昭和27
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年法律第184号）第2条第4項に規定する保証会社をいう。）の保証。

また、公共工事履行保証証券による保証を付した場合又は履行保証保険契約の締結

を行った場合には、契約保証金の納付を免除する。

(3) 工事費内訳書の提出

第１回の入札に際し、第１回の入札書に記載される入札金額に対応した工事費内訳書を

電子入札システム等により提出を求める。発注者の承諾を得て紙入札方式により入札する

場合は、入札書とともに工事費内訳書を提出すること（様式は任意）。

なお、当該工事費内訳書未提出の入札は無効とする。

(4) 入札の無効

① 本公告に示した競争参加資格のない者が行った入札、技術提案書等に虚偽の記載をし

た者が行った入札及び入札に関する条件に違反した入札は無効とする。

② 無効の入札を行った者を落札者としたことが明らかとなった場合には、落札決定を取

り消す。

③ 支出負担行為担当官から競争参加資格のあることを確認された者であっても、開札の

時において上記２に掲げる資格がない場合は、競争参加資格がない者に該当する。

(5) 配置予定主任技術者等の確認

落札者決定後、CORINS（一般財団法人日本建設情報総合センターの工事実績情報システ

ム）等により配置予定の主任技術者等の専任制違反の事実が確認された場合、契約を締結

しないことがある。なお、支出負担行為担当官によりやむを得ないものとして承認された

場合の他は、配置予定主任技術者等の変更は認められない。

(6) 契約書作成の要否 ： 要

(7) 関連情報を入手するための照会窓口 ： 上記３の(2)の②と同じ。

(8) 一般競争参加資格の認定を受けていない者の参加

上記２の(2)に掲げる一般競争参加資格の認定を受けていない者も上記３の(2)により技

術資料を提出することができるが、競争に参加するためには、開札の時において、当該資

格の認定を受け、かつ競争参加資格の確認を受けていなければならない。

(9) 技術提案書等の内容のヒアリング

技術提案書等の内容についてのヒアリングは原則として行わない。なお、ヒアリング実

施の必要が生じた場合は別途通知する。

(10）技術提案書の採否

技術提案書の採否については、競争参加資格確認の通知に併せて通知する。

(11）本案件は、技術提案書等の提出及び入札を電子入札システムで行うものであり、詳細に

ついては、入札説明書及び「電子入札システム運用基準」（平成16年7月29日付け16林政政

第269号林野庁長官通知）による。

(12）建設業者においては、建設業法上、その営業所ごとに専任の技術者を置くことになって

おり、工事の主任技術者等は原則兼務できないことに留意すること。
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お知らせ

農林水産省の発注事務に関する綱紀保持を目的として、農林水産省発注者綱紀

保持規程（平成19年農林水産省訓令第22号）が制定されました。この規程に基づ

き、第三者から不当な働きかけを受けた場合は、その事実をホームページで公表

するなどの綱紀保持対策を実施しています。

詳しくは、近畿中国森林管理局のホームページ「発注者綱紀保持対策」をご覧

ください。





（別添２）



平成 ２７ 年度

（工事名）森林技術・支援センター屋根外改修工事

積 算 内 訳 書 ※公表参考用

工期：本工事の完成期日は平成２８年６月３０日とする

施工場所：岡山県新見市高尾７８６－１

近畿中国森林管理局

（別添３）



森林技術・支援センター屋根外改修工事 積算内訳書

（種目内訳）

名 称 仕様・摘要 数 量 単位 単価 金 額 備 考

Ａ 共通仮設費 １ 式 676,203

Ｂ 直接工事費 １ 式 17,488,398

純工事費 計 18,164,601

Ｃ 現場管理費 １ 式 2,217,827

工事原価 計 20,382,428

Ｄ 一般管理費 １ 式 2,168,690

工事価格 計 22,551,118 22,550,000

消費税相当額 ８ ％ 1,804,000

工事費 合計 24,354,000



森林技術・支援センター屋根外改修工事 内訳明細書
名 称 仕様・摘要 数 量 単位 単価 金 額 備 考

Ａ 共通仮設費

一般共通仮設費 準備費、仮設建物費、安全費、動力費、試験調査費、 １ 式 676,203

整理・清掃費、機械器具費、運搬費

Ｂ 直接工事費

B-1 建築工事

１ 直接仮設工事

墨出し 屋根用 565.0 ㎡ 58 32,770

墨出し 内部個別改修 10.8 ㎡ 58 626

養生 屋根用 565.0 ㎡ 71 40,115

養生 内部個別改修 10.8 ㎡ 125 1,350

整理清掃後片付け 屋根用 565.0 ㎡ 249 140,685

整理清掃後片付け 内部個別改修 10.8 ㎡ 499 5,389

外部足場 単管一本足場 H10ｍ未満 2ヵ月 947.0 ㎡ 736 696,992

朝顔 単管用 出巾2000 2ヵ月 7.4 ｍ 4,950 36,630

外部養生ｼｰﾄ張り 2ヵ月 422.0 ㎡ 353 148,966

昇降足場(枠組) W1800×D1200×H7000＋手摺共 2ヵ月 1 ヶ所 24,600 24,600

内部移動式足場(ﾛｰﾘﾝｸﾞ足場) 1829×1524 2段 1ヵ月 1 台 11,200 11,200

内部移動式足場(ﾛｰﾘﾝｸﾞ足場) 1829×1524 4段 1ヵ月 2 台 18,400 36,800

内部仕上棚足場 階高9.1～10.8ｍ未満(5段) 4.3 ㎡ 5,710 24,553

小計 1,200,676

２ 屋根改修工事

＜上屋根：金属屋根新設＞

横葺き 段付きはぜ@240 ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4 裏張りt2.0 141.0 ㎡ 11,200 1,579,200

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞt1.0共



森林技術・支援センター屋根外改修工事 内訳明細書
名 称 仕様・摘要 数 量 単位 単価 金 額 備 考

吊子 亜鉛ﾒｯｷ鋼板 141.0 ㎡ 1,840 259,440

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ部 野地板 耐水合板t12 4.8 ㎡ 2,000 9,600

軒先・ｹﾗﾊﾞ・水上納まり 屋根同材加工 40.8 ｍ 5,440 221,952

雪止め金具 2段 亜鉛ﾒｯｷ鋼板 17.0 ｍ 5,600 95,200

＜上屋根部外壁：ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ新設＞

外壁ﾌﾗｯﾄ型ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張り ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.5 断熱材t20共 88.0 ㎡ 8,400 739,200

働き巾228 目地 ﾘﾌﾞ無し

外壁下葺材 透湿防水ｼｰﾄ 88.0 ㎡ 480 42,240

水上水切 壁同材加工 22.0 ｍ 3,840 84,480

水下水切 壁同材加工 22.0 ｍ 3,840 84,480

端部納め 壁同材加工 8.0 ｍ 4,880 39,040

ｻｯｼ廻り取り合い仕舞い 6 ヶ所 6,400 38,400

＜下屋根：金属屋根新設＞

横葺き 段付きはぜ@240 ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4 裏張りt2.0 305.0 ㎡ 11,200 3,416,000

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞt1.0共

吊子 亜鉛ﾒｯｷ鋼板 305.0 ㎡ 1,840 561,200

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ部 野地板 耐水合板t12 20.9 ㎡ 2,000 41,800

軒先納め 屋根同材加工 32.5 ｍ 5,440 176,800

水上壁取り合い雨押え 屋根同材加工 下地：亜鉛ﾒｯｷ鋼板 16.3 ｍ 9,040 147,352

下り棟 屋根同材加工 捨て板：塩ビ鋼板 101.0 ｍ 5,040 509,040

ｼｰﾄ防水取り合い納め 屋根同材加工 下地：亜鉛ﾒｯｷ鋼板 32.2 ｍ 12,600 405,720

雪止め金具 2段 亜鉛ﾒｯｷ鋼板 65.0 ｍ 5,600 364,000

＜下屋根：ｼｰﾄ防水新設＞

高耐候塩ビｼｰﾄ防水 水蒸気透過性高耐候塩ビｼｰﾄ1.2＋Felt2.0 全面接着工法 119.0 ㎡ 8,720 1,037,680

軒先・ｹﾗﾊﾞ・水上納め 塩ビｼｰﾄt1.2＋ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4 64.0 ｍ 5,440 348,160

水上壁立上り雨押え 屋根同材加工 3.8 ｍ 2,000 7,600



森林技術・支援センター屋根外改修工事 内訳明細書
名 称 仕様・摘要 数 量 単位 単価 金 額 備 考

水上壁立上り 塩ビｼｰﾄt1.2＋ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4 3.8 ｍ 6,000 22,800

金属屋根取り合い納め 塩ビｼｰﾄt1.2＋ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4 32.2 ｍ 5,680 182,896

ｹﾗﾊﾞ立上り 塩ビｼｰﾄt1.2＋ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4 12.5 ｍ 6,000 75,000

異勾配増し張り 水蒸気透過性高耐候塩ビｼｰﾄ1.2 １ 式 40,000

＜樋工事＞

既設軒樋撤去（上屋根） 20.4 ｍ 1,600 32,640

既設軒樋撤去（下屋根） 45.6 ｍ 1,600 72,960

軒樋（上屋根） 塩ﾋﾞ製 角W150 ﾒｯｷ受 20.4 ｍ 7,120 145,248

軒樋（下屋根） 塩ﾋﾞ製 角W150 ﾒｯｷ受 45.6 ｍ 7,120 324,672

運搬費 １ 式 1,040,000

小計 12,144,800

３ 天井改修工事

天井桧縁甲板張り t12 巾100 上小 7.7 ㎡ 11,800 90,860

天井杉縁甲板張り t12 巾75 3.1 ㎡ 11,800 36,580

天井木造下地 杉1等 10.8 ㎡ 1,650 17,820

天井ｸﾞﾗｽｳｰﾙ敷込み t50 24kg/ｍ3 10.8 ㎡ 850 9,180

天井塩ビ廻り縁 27.2 ｍ 470 12,784

天井OS塗り RB種下地調整共 10.8 ㎡ 980 10,584

小計 177,808

４ 屋根撤去工事

＜上屋根＞

金属屋根撤去 141.0 ㎡ 4,000 564,000

軒先役物撤去 40.8 ｍ 2,000 81,600



森林技術・支援センター屋根外改修工事 内訳明細書
名 称 仕様・摘要 数 量 単位 単価 金 額 備 考

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ撤去 2 ヶ所 6,400 12,800

＜下屋根＞

金属屋根撤去 425.0 ㎡ 4,000 1,700,000

軒先・ｹﾗﾊﾞ役物撤去 96.5 ｍ 2,000 193,000

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ撤去 5 ヶ所 6,400 32,000

壁雨押え撤去 20.1 ｍ 2,000 40,200

野地板撤去 ﾀﾙ木共 58.5 ㎡ 1,500 87,750

発生材積込み 人力 1.3 ｍ3 5,500 7,150

発生材運搬費 木屑 1.1 ｍ3 3,860 4,246

発生材運搬費 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 0.1 ｍ3 7,150 715

発生材運搬費 ｶﾞﾗｽ 0.1 ｍ3 16,200 1,620

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 鉄屑 ﾍﾋﾞｰH3 -3.2 ｔ 5,000 -16,000

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ｱﾙﾐ屑 込みｶﾞﾗ -63.0 kg 60 -3,780

小計 2,705,301

５ 発生材処分

発生材処分 木屑 0.7 ｔ 17,200 12,040

発生材処分 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 0.1 ｔ 18,000 1,800

発生材処分 ｶﾞﾗｽ 0.2 ｔ 8,000 1,600

小計 15,440

建築工事 計 16,244,025



森林技術・支援センター屋根外改修工事 内訳明細書
名 称 仕様・摘要 数 量 単位 単価 金 額 備 考

B-2 電気設備工事

ｹｰﾌﾞﾙ EM-EEF 1.6ｍｍ-2C 管内 46.0 ｍ 350 16,100

ｹｰﾌﾞﾙ EM-EEF 1.6ｍｍ-2C 木造ｻﾄﾞﾙ止 48.0 ｍ 488 23,424

ｹｰﾌﾞﾙ EM-EEF 1.6ｍｍ-3C 管内 33.0 ｍ 473 15,609

ﾒﾀﾙﾓｰﾙ (A) 25.0 ｍ 1,840 46,000

ﾒﾀﾙﾓｰﾙ (B) 13.0 ｍ 2,580 33,540

ｽｲｯﾄﾎﾞｯｸｽ 1ヶ用 MM-A用 4 個 2,490 9,960

ｽｲｯﾄﾎﾞｯｸｽ 1ヶ用 MM-B用 3 個 2,500 7,500

埋込ｽｲｯﾁ 1P15Ax4 新金属ﾌﾟﾚｰﾄ 1 個 2,930 2,930

埋込ｽｲｯﾁ 1P15Ax6 新金属ﾌﾟﾚｰﾄ 1 個 4,750 4,750

照明器具 I-L1 1 台 9,760 9,760

照明器具 B-L1 6 台 17,000 102,000

照明器具 B-L2 11 台 23,800 261,800

照明器具 B-L3 14 台 46,900 656,600

撤去費 １ 式 54,400 54,400

電気設備工事 計 1,244,373

直接工事費 計 17,488,398

純工事費 計 18,164,601



（別添４）



森林技術・支援センター屋根外改修工事

２　１番札入札者 東和防水工業　株式会社

３　説明資料審査結果

様式１

様式２－１

様式２－２

様式３－１ 手持ち工事の状況（対象工事現場付近）

様式３－２ 手持ち工事の状況（対象工事関連）

様式４

様式５－１

様式５－２ 資材購入予定先一覧　　

様式６

様式７ 労務者等の具体的供給見通し

様式８

様式９

低価格入札調査結果の概要

１　工事名

自社社員：延べ６０名
協力会社：延べ５５名
下請の協力会社は４社あり、取引年数はいずれも
２０年以上と長く、協力体制が確立されている。
また、自社社員には当該工事に関連する資格者が
８名おり、適切な施工が見込まれる。

過去に施工した同種の公共工事名及び
発注者

工事名：国立吉備青少年自然の家管理棟・研修棟
屋根改修工事
発注者：(独)国立青少年教育振興機構
上記工事は低入札調査対象工事だが、工事成績評
定点が７５点と良好な施工実績であり、当該工事
も良好な施工が見込まれる。

一般管理費等の内訳書

記載要領にある法定福利費、修繕維持費、事務用
品費、通信交通費、動力用水光熱費、地代家賃、
減価償却費、租税公課、保険料、契約補償費を全
て網羅した内容となっており、適切である。

該当なし。

公共工事：４件（発注者：岩国航空基地隊、四国
財務局、岡山市、(独)国立高等専門学校機構　津
山工業高等専門学校）
上記４工事のうち３工事は竣工検査を終え、残り
１工事も３月中旬に竣工予定となっており、当該
工事へ多くの人員配置が見込まれる。

手持ち機械の状況

ﾊﾞｷｭｰﾑｸﾘｰﾅｰ１台、ﾍﾞﾋﾞｰｻﾝﾀﾞｰ２台、ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ２
台、ｶﾗｰｺｰﾝ５０個、ｶﾗｰｺｰﾝﾊﾞｰ５０本、命綱３本、
ﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ２０個、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ５０個、いず
れも自社の所有物であり、約５０万円の経費縮減
が見込まれている。

契約対象工事箇所と入札者の事務所、倉
庫等との地理的関係

工事箇所：岡山県新見市高尾７８６－１
事務所：岡山県岡山市北区一宮１１４６－１
（距離約８０km、片道約６０分）
工事箇所、事務所とも高速道路ＩＣが近くにあり
交通の便がよく、通勤は特に問題なし。

手持ち資材の状況 該当なし。

資材購入先は協力会社等の３社であり、取引年数
も１０年又は２０年と長く、鋼板、木材、照明器
具等の購入に１００万円の経費縮減が見込まれて
いる。

経営内容（決算報告書）
別紙流動性分析のとおり、全ての比率において判
定は○であり、経営状態は良好である。

項　　　　　目 審　査　内　容

当該価格で入札した理由

以下の手持ち工事の状況（様式３－２）、契約対
象工事箇所と入札者の事務所・倉庫等との地理的
関係（様式４）、資材購入予定先一覧（様式５－
２）、手持ち機械等の状況（様式６）、労務者等
の具体的供給見通し（様式７）により、どの経費
をどのくらい縮減できるかなど、根拠を含めて記
載しており、適切である。

積算内訳書
当該工事の入札公告時に提示の積算内訳書に対応
した内容となっており、適切である。




